
            

 
令 和 ７ 年 ４ 月 １ １ 日 
海 事 局 
海 洋 ・ 環 境 政 策 課 

第１回「舶用エンジンにおける NOx 放出量確認試験の適切な実施に係る検討会」を開催します 

～国が実施すべき必要な対策について議論します～ 
 

令和６年に複数の舶用エンジンメーカーにおいて発覚した NOx 放出量確認試験におけ

る不適切行為を踏まえ、今後このような事案が発生しないよう必要な対策を検討するた

め、外部有識者を含む「舶用エンジンにおける NOx 放出量確認試験の適切な実施に係る

検討会」を設置し、第１回検討会を開催します。 

 

令和６年に複数の舶用エンジンメーカーにおいて発覚した NOx 放出量確認試験におけ

る不適切行為に対して、国土交通省では、海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律

に基づく国際大気汚染防止原動機証書の交付停止、計測現場の是正及び再発防止策の策

定に係る指導等を行ってきました。 

環境規制の強化等に伴い、顧客から舶用エンジンメーカーに対する要求は益々高まる

ことが想定され、不適切行為が確認された舶用エンジンメーカーに限らず、同様事案が

発生しないよう、必要な対策を検討するため、外部有識者を含む「舶用エンジンにおけ

る NOx 放出量確認試験の適切な実施に係る検討会」を設置し、下記のとおり第１回検討

会を開催します。 

 

１．日 時 令和７年４月１６日（水）１３時００分～１５時００分 

 

２．場 所 中央合同庁舎３号館９階 海事局 第５会議室 

 

３．議 題 国が実施すべき対策の方向性 

 

４．委員等 別紙のとおり 

 

５．取材等 

会議は非公開ですが、報道関係者に限りの冒頭撮影が可能です。 

撮影を希望される方は、４月１５日（火）１７：００までに、以下のフォームよりご

登録の上、当日１２：４５までに９階エレベーターホールにご参集ください。 

https://forms.office.com/r/RfaqytUzgr 

会議資料及び議事概要は国土交通省ウェブサイト（https://www.mlit.go.jp/maritime

/maritime_fr7_000048.html）にて公表いたします。 

 

＜問合せ先＞  代表 03-5253-8111 

海事局 海洋・環境政策課 伊藤、星野 

（内線 43-902、43-941、直通 03-5253-8636） 

 



別紙 
 

舶用エンジンにおける NOx 放出量確認試験の適切な実施に係る検討会  

委員等名簿 
（敬称略） 

 
（委員） 
 
【有識者】（五十音順） 

高崎 講二 国立大学法人 九州大学 名誉教授 

中山  龍太郎  西村あさひ法律事務所・外国法共同事業 執行パートナー弁護士 

平田 宏一 国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 

所長 
 
【国土交通省】 

宮武 宜史  海事局 局長 

今井 新  大臣官房 技術審議官 

高田 公生  海事局 総務課長 

河合 崇  海事局 海洋・環境政策課長 

池田 隆之  海事局 検査測度課長 

吉田 正則  海事局 船舶産業課長 
 
（オブザーバー） 

大石 真哉 一般財団法人 日本海事協会 機関部長 
 
（事務局） 

国土交通省 海事局 海洋・環境政策課 
 


